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市
営
プ
ῴ
ル
　
　
　
　
　

開
設
の
見
通
し
は

問
　
　

福
村
　

　
大
井
プ
ー
ル
は
事

故
に
よ
り
、
上
福
岡
運
動
公
園

プ
ー
ル
は
老
朽
化
に
伴
い
使
用
中

止
と
な
り
、
ふ
じ
み
野
市
で
身
近

に
泳
げ
る
場
所
が
な
く
な
っ
た
。

今
後
プ
ー
ル
開
設
に
向
け
て
の
見

通
し
は
。

答
　
プ
ー
ル
事
故
を
風
化
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
最
も
安
全
で
安
心

な
プ
ー
ル
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
平
成
二
十
一
年
度
に
調
査

研
究
費
を
計
上
し
、
開
設
に
向
け

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
道
の
振
動
と
騒
音
対
策

問
　
　

山
口
　

　
県
道
さ
い
た
ま
・

ふ
じ
み
野
・
所
沢
線
の
周
辺
住
民

か
ら
、
騒
音
と
振
動
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
と
相
談
を
受
け
た
。
調
査

し
改
善
を
求
め
る
。

答
　
調
査
の
結
果
、
騒
音
は
昼
間

も
夜
間
も
環
境
基
準
値
を
超
え
て

い
ま
す
。
大
型
車
の
混
入
率
は
、
朝

四
時
ご
ろ
が
最
も
高
い
と
い
う
実

態
で
し
た
。
県
へ
道
路
構
造
の
改

善
や
、
低
速
度
走
行
の
規
制
を
要

請
し
ま
し
た
。

上
福
岡
地
域
に
　
　
　
　

循
環
バ
ス
を

問
　
　

足
立
　

　﹁
雨
天
時
の
自
転
車

通
学
は
特
に
危
険
﹂と
、
福
岡
高
校

側
も
バ
ス
運
行
を
希
望
し
て
い
る
。

上
福
岡
地
域
の
循
環
バ
ス
運
行
の

検
討
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
民
の
交
通
権
を
保
障
す
べ
き
。

答
　
東
武
バ
ス
の
ル
ー
ト
の
検
討

結
果
次
第
で
す
。

問
　
東
武
任
せ
で
は
な
く
、
市
が

主
体
的
に
計
画
を
立
て
る
べ
き
。

答
　
市
民
の
要
望
に
こ
た
え
、
慎

重
に
検
討
い
た
し
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成
・
支
援

問
　
　

飯
沼
　

　
地
方
分
権
化
が
進

む
昨
今
に
お
い
て
、
自
立
的
な
行

財
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

専
門
性
の
高
い
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

こ
た
え
ら
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
行

政
と
の
協
働
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

当
市
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成
・

支
援
の
取
り
組
み
状
況
や
、
今
後

の
方
針
は
。
ま
た
、
現
在
の
組
織

体
制
は
適
正
か
。

答
　
市
は
現
在
、
平
成
十
八
年
五

月
に
開
館
し
た
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
市
民
活
動
に

※
問
と
答
の
内
容
は
、
各
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。

※
　

問
　

の
下
の
氏
名
は
発
言
議
員
名
で
す
　

関
す
る
情
報
の
収
集
、
提
供
、
相

談
、
交
流
な
ど
の
業
務
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
と
の
協
働
に
よ
る
新
た
な
事
業

の
推
進
等
、
さ
ら
な
る
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
担
当

課
に
つ
い
て
も
﹁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
課
﹂
の
新
設
な
ど
も
念
頭
に

置
い
て
、
各
種
市
民
団
体
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
と
行
政
と
の
協
働
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

女
性
総
合
相
談
と
　
　
　

Ｄ
Ｖ
対
策
の
方
針

問
　
　

小
川
　

　
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
に
﹁
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
暴

力
の
根
絶
﹂
が
基
本
目
標
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
女
性
総
合
相
談
の

充
実
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｖ
︵
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
︶
対

策
の
今
後
の
方
針
は
。

答
　
特
に
Ｄ
Ｖ
の
相
談
に
つ
い
て

は
、
警
察
や
県
の
各
機
関
と
連
絡

を
取
り
、
解
決
し
て
い
き
た
い
。
被

害
者
を
保
護
す
る
シ
ェ
ル
タ
ー

も
、
広
域
で
実
現
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

地
域
の
集
会
所
と
　
　
　

分
館
へ
の
対
応
は

問
　
　

高
畑
　

　
市
民
の
一
体
感
の

醸
成
に
向
け
、
統
合
・
融
合
を
一

日
も
早
く
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

特
に
、
市
民
生
活
に
お
け
る
、
地

域
の
集
会
所
と
分
館
の
問
題
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
　
上
福
岡
地
域
で
は
自
治
会
集

会
所
、
大
井
地
域
で
は
公
民
館
分

館
と
な
っ
て
い
て
、
制
度
の
違
い

市

民

生

活

市民と行政の協働をサポートする施設（上福岡駅西口ココネ１階）

答
　
食
の
安
全
、
地
産
地
消
は
大

き
な
テ
ー
マ
で
す
。
時
代
の
要
請

に
合
わ
せ
た
農
業
と
い
う
も
の

を
、
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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が
あ
り
ま
す
。
長
い
歴
史
や
経
緯

が
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
を
か
け

て
解
決
す
べ
き
制
度
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
使
用
料
や
手
数

料
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を
行
な

い
、
不
公
平
感
の
な
い
制
度
の
確

立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
園
町
会
地
域
に
公
園
を

問
　
　

前
原
　

　
関
越
道
か
ら
文
京

学
院
大
学
に
ま
た
が
る
こ
の
地
域

の
核
と
し
て
、
公
園
は
必
要
。
本

来
な
ら
、
ど
の
程
度
の
公
園
を
整

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答
　
旧
大
井
町
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

※

ン
で
考
え
る
と
、
街
区
公
園
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

問
　
地
権
者
の
協
力
を
得
て
、
早

急
に
公
園
の
整
備
を
。

答
　
今
後
策
定
す
る
﹁
緑
の
基
本

計
画
﹂
で
、
適
正
配
置
を
計
画
し

ま
す
。

弁
天
の
森
の
　
　
　
　
　

自
然
保
護
と
再
生

問
　
　

新
井
　

　
弁
天
の
森
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
、
市
民
参
加
で
保

護
・
再
生
が
で
き
な
い
か
。

答
　
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
草
木

や
野
鳥
、
昆
虫
な
ど
、
身
近
な
動

植
物
と
触
れ
合
え
る
貴
重
な
こ
の

森
を
恒
久
的
に
保
存
・
保
護
す
る

た
め
に
、
大
井
弁
天
の
森
保
存
会

の
意
向
を
伺
い
、
専
門
家
や
自
然

都
市
農
業
を
守
り
発
展
を

問
　
　

新
井
　

　
後
継
者
の
育
成
、

安
心
・
安
全
な
も
の
づ
く
り
、
市

民
と
の
交
流
・
体
験
の
推
進
を
。

環
　
　
　
　
境

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

旧
新
河
岸
川
の
　
　
　

し
ℷ
ん
せ
つ
と
保
全

問
　
　

野
沢
　

　
川
越
市
の
今
泉
地

区
及
び
富
士
見
市
東
大
久
保
地
区

と
、
ふ
じ
み
野
市
の
市
境
に
接
し

て
い
る
旧
新
河
岸
川
流
路
は
、
か

な
り
長
い
期
間
放
置
さ
れ
、
流
入

し
た
ゴ
ミ
と
土
砂
で
埋
ま
っ
て
い

る
。
改
善
し
て
ほ
し
い
。

答
　
現
地
調
査
を
し
て
、
ゴ
ミ
や

土
砂
の
た
め
に
川
が
埋
ま
っ
て
い

る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
。
で
き

る
だ
け
早
く
改
善
を
考
え
た
い
。

マ
イ
バ
兊
グ
運
動
の
推
進※

問
　
　

田
村
　

　
今
や
３
Ｒ
に
リ

フ
ュ
ー
ズ
を
加
え
た
４
Ｒ
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
﹁
レ

ジ
袋
い
り
ま
せ
ん
﹂
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
考
え
る
。
さ
ら
に
業
者

へ
の
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
推
進
を
。

答
　
市
内
四
五
〇
店
舗
で
、
マ
イ

バ
ッ
グ
運
動
を
徐
々
に
始
め
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
減
量
化
の
シ
ン

ボ
ル
活
動
と
し
て
業
者
へ
呼
び
か

け
を
し
て
い
き
た
い
。

ご
み
処
理
広
域
施
設
に
　

温
水
プ
ῴ
ル
の
併
設
を

問
　
　

福
村
　

　
本
年
度
、
ご
み
処

※街区公園とは？

　地域に密着した身近な公園。
公園を中心に、半径250メート
ル以内に住んでいる人が主に利
用する。0.25ヘクタールの面積
を目安に配置されている。

愛
好
家
な
ど
を
交
え
た
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
や
、
市
民
参
加
に
よ
る

愛
護
活
動
な
ど
が
で
き
る
か
ど
う

か
検
討
し
ま
す
。

市
民
農
園
へ
の
　
　
　
　

積
極
的
な
取
り
組
み
を

問
　
　

堀
口
　

　
市
民
農
園
、
体
験

型
農
園
を
ま
ち
づ
く
り
及
び
環
境

政
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
積
極
的

な
取
り
組
み
を
。

答
　
農
業
後
継
者
不
足
か
ら
す
れ

ば
、
休
耕
地
を
市
民
農
園
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
は
有
意
義
な
も
の

で
す
。
農
地
は
、
環
境
・
農
政
の

両
面
か
ら
保
全
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
市
民
と
土
と
の
触
れ
合
い

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ス
モ
ῴ
キ
ン
グ
エ
リ
ア
を

問
　
　

田
村
　

　
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨

て
を
な
く
す
た
め
に
、
ス
モ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
を
設
け
て
み
て
は
ど

う
か
。

答
　
喫
煙
権
を
保
障
し
、
ま
た
ポ

イ
捨
て
を
減
ら
す
対
策
と
し
て
ス

モ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
は
効
果
的

で
、
ポ
イ
捨
て
が
九
割
減
っ
た
地

域
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
マ
ナ
ー

を
守
る
こ
と
の
取
り
組
み
を
大
事

に
し
た
い
。

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
条
例
を

問
　
　

松
尾
　

　
駅
周
辺
、
バ
ス
停
、

歩
道
等
至
る
と
こ
ろ
に
た
ば
こ
の

吸
い
殻
、
紙
く
ず
、
空
き
瓶
等
の

散
乱
が
目
に
余
る
。
不
快
に
感
じ

る
人
も
多
い
。
美
し
い
﹁
ふ
じ
み

野
市
﹂
と
す
る
た
め
、
ポ
イ
捨
て

等
の
規
制
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
を
。

答
　
ポ
イ
捨
て
に
は
、
市
民
の

方
々
も
不
快
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
状
は
モ
ラ
ル
の
欠
如
で
あ

り
、
他
人
へ
の
無
関
心
や
地
域
と

の
関
わ
り
の
希
薄
さ
か
ら
く
る
社

会
の
あ
り
さ
ま
が
そ
う
さ
せ
ま
す
。

他
市
で
も
条
例
化
さ
れ
て
い
る
所

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
解
決
に
は

一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
を
高
め
、

正
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

当
市
に
は
環
境
基
本
条
例
が
あ

り
、
道
路
の
里
親
制
度
、
自
治
組

織
と
連
携
し
て
、
環
境
に
優
し
い

※リフューズ（Refuse）とは？　断るという意味。ごみとなるものを家庭に持ち込まないという考え方。


